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ボランティアに関するご相談・お問合せはボランティアセンターみずほへ

ボランティア登録状況 （令和7年1月末現在）

項目 人数 年齢・男女別内訳（人）

個人登録

男性　　
　342人

女性　　
　659人
　

 計1001人

年齢 男 女  計

10代 7 7 14

20代 28 43 71

30代 51 70 121

40代 30 43 73

50代 47 71 118

60代 39 108 147

70代 74 193 267

80代以上 66 124 190

計 342 659 1001

グループ登録 37グループ 850

　瑞穂町では、読み聞かせボランティア
活動が様々な場所で行われています。
　今回は、「紙芝居」の楽しさや魅力、ま
た効果的な演じ方などについて学べる
機会となります。ぜひご参加ください。
（Part2では紙芝居を手作りするワーク
ショップを予定しています。）

二次元コードから
申込みもできます➡

日　時 令和7年3月15日（土）午後1時30分～3時30分
会　場 瑞穂町ふれあいセンター　2階　ツツジ・モクセイ
定　員 30名

参加費 無料
講　師 やべ　みつのり　氏
 （絵本作家・紙芝居作家）
 芸人や漫画家として活躍するカラ

テカ矢部太郎さんのお父様です
申込み ボランティアセンターみずほ　

557－3036

読み聞かせ
ボランティア講座

　ボランティア保険の補償期間は1年間です。年度の途中で加入した方は、加入した「その日」から同年度の3月31日までとなり
ます。年度が変わると、新たに「更新」の手続きが必要になります。更新手続きは、加入の際の手続きと同様です。

ボランティア保険 更新について

※ボランティアセンターみずほに登録している個人及びグループの方は、保険料の自己負担はありません。

令和6年4月以降に加入したボランティア保険は、令和7年3月31日で保険期間が終了 となります。

ボランティア保険とは・・・
　国内でのボランティア活動中に、事故によりボランティア本人がケガをした場合や、他人に対して損害を与えたことにより損害賠
償問題が生じた場合に補償する保険です。補償期間は、4月から翌年3月の1年間です。ボランティアセンターみずほで加入書類の配付
と加入手続きができます。保険の詳細については、（有）東京福祉企画ホームページhttp：//www.tokyo-fk.com/をご覧ください。

ボランティアセンターみずほにボランティア登録をし
ている個人の方で・・・
◎令和7年4月1日以降にボランティア活動を行う方
◎ボランティア活動を休止していたが、令和7年4月1日
以降に活動を再開したい方

ボランティアセンターみずほに登録しているボラ
ンティアグループの方

グループ代表者にボランティア保険関連の資料を
送ります。グループ一括での手続きとなります。ボランティアセンターみずほへご連絡ください。

            557－3036

▶

～私たちも地域福祉活動を応援しています～

日本流通ソフト株式会社

東京都墨田区緑１－14－４ 両国TYビル６階
TEL.03-5624-3566　FAX.03-5624-3570

介護・福祉ICTソリューション
は日本流通ソフト

ほのぼの、デイ・スマート、
すこやかサン、E式、
ハードウェアなどhttps://www.jcsoft.co.jp/

https://www.shoei-t.jp/

株式会社  昭栄通信機

▶監視カメラシステム
▶トランシーバー
▶ドライブレコーダー

東京都立川市砂川町8-77-19　TEL042-537-7631

システム提案・販売・レンタル・リース・設置工事

撮影：小幡崇さん



【瑞穂第三小学校での活動】
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　皆さまよりご寄付いただいた、使用済み切手と牛乳パックは、換金をしています。換金した貴
重なお金は、ボランティアの皆さんが安全安心に活動できるよう保険料などとして活用させて
いただきます。また、ご寄付いただいた文庫本はJR箱根ケ崎駅に設置してある『えき図書コー
ナー』の本棚に並べています。ご協力ありがとうございます。

令和6年11月1日から令和7年1月31日　敬称略

やさしさの積み重ね
使用済み切手、牛乳パック、文庫本などご寄付いただいた方
をご紹介させていただきます。

ｉ‐ma x  gｒ aｄ e n
石 畑 保 育 園
㈱ イ ナ ダ
㈱エム・ケイコーポレーション
カ ラ キ 樹 脂 興 業 ㈱
空 手 道　雄 心 会
高齢者在宅サービスセンターみずほ
㈲ 寿 製 作 所
駒形町町内会の皆さま
さかえ町町内会の皆さま
狭 山 保 育 園
シルバー人材センター
生活介護通所施設せせらぎ

榎 本 邦 昭
榎 本 静 子
榎　本　トモヱ
大　野　富美子
大 野 直 美
小　川　千代子
荻 原 稔 子
奥 泉 越 子
小 野 芳 雄
粕 谷 道 子
加　藤　よし江
金 井 正 明
木 口 成 美
木 村 保 雄
小 暮　　　彰
後 藤 啓 子

会 田 悦 子
明 石　桂 子
雨 宮 信 之
五十嵐　耀　子
池 田 早 彩
池 田 秀 雄
石　井　トモ子
石 塚 壽 則
伊 藤 歩 望
伊 藤 希 実
伊 藤 羽 純
伊 藤 久 子
植 木 健 夫
内 田 忠 道
梅 田 美 枝
江 川 紘 子

【事業所等】【個人】
㈱ タ カ ヤ マ
特別養護老人ホームみずほ園
と の が や 保 育 園
福祉センター あゆみの皆さま
富 士 化 学 ㈱
㈱ フ ジ 住 研
フ ラ ワ ー プ ラ ム
不 老 の 郷
㈱ 水 井 装 備
瑞 学 園
瑞 穂 斎 場 組 合
み ず ほ ジ ャ ガ ル
みずほひじり保育園

小 峰 恒 夫
小 山 義 信
坂 内 幸 男
佐 野 典 子
塩 島 清 志
式　地　みよ子
島　田　美世子
下 元 章 弘
白　須　美代子
白 鳥 綾 将
白 鳥 鈴 夏
白 鳥 瑶 将
鈴 木 契 子
鈴 木 庸 旦
関 根 千 鶴
髙　橋　きみ子

み ず ほ 病 院
瑞 穂 町 福 祉 課
瑞穂町子育て応援課
瑞穂町高齢者福祉課
瑞穂町障害者就労支援センター
瑞穂町商工会女性部
ゆ め の もり保 育 園
㈲ 吉 岡 設 備

髙 水 啓 佑
髙 水 陽 貴
髙 水 麻 央
田 嶋 栄 子
田 中 靜 江
田 端 祐 子
戸 田 祐 佳
戸 谷　　　勇
中　　　登志子
中 里 弘 子
長 澤　　　勇
中 田 利 子
並 木 悦 子
長谷川　正　明
羽 野 義 明
平 川 恵 子

福　岡　三子夫
藤　井　あか莉
藤 井 陽 向
丸　山　美津子
村 野 香 月
村 野 松 江
森 川 浩 子
森 田 侑 芽
山　田　みつえ
山 野 晴 江
吉 岡 賢 喜
吉 岡 源 藏
吉　積　喜代子

 皆さん、「ちょいボラ」という言葉、聞いたことがありますか？
「ちょいボラ」とは、短時間で、自分のペー
スで参加できるボランティア活動のこと。
瑞穂町でも「ちょいボラ」が大活躍中！！
空いた時間でボランティア活動してみませ
んか？

ち ょ い ボ ラ
☆ちょっとしたことだって、もうボランティア☆

高齢者宅の家具の運
び出し

使用済み切手整理ボ
ランティア

高齢者宅の電球交
換

　令和6年10月27日（日）に開催し
た「第30回福祉ふれあいまつり」に
おいて実施した募金「能登半島地
震・能登豪雨支援金・義援金」を、中
央共同募金会と日本赤十字社へ送
りましたのでご報告させていただ
きます。
　ご協力ありがとうございました。

支援金領収証 義援金領収証

第30回福祉ふれあいまつり
能登半島地震・能登豪雨
支援金・義援金　報告

登録ボランティアグループ活動紹介

　多世代間の交流や、地域におけるコミュニティの活性化を
図る活動を行うボランティアグループです。「朝食」をとおし
た交流活動を、町内の小学校で行っています。令和２年に瑞穂
町の「多世代間交流事業」のひとつとして、一小から開始し、現
在は一小・三小・四小で、民生委員・児童委員、寿クラブ、町内会
等の方々が中心となって活動中です。多くの方々から寄付を
いただき、副食材も充実してきました。

　早朝からご飯を炊き、おにぎりを作って子どもたちを迎え
ます。授業が始まる前の短い時間での活動のため、準備から片
付けまでとても手際良く進み、挨拶を交わして朝食をとおし
て会話をする。そんなあたたかい交流活動を行っています。

おひさまキッチンの会


